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著者らの研究グループでは，3次元モデルを用いた設計施工に向けて，実務での可能性を検討してきた．

その成果は，3次元データの有効な利用と同時にプロジェクト管理ツールの活用によるものであった．著

者らは，CIMのMはモデリングである以上にマネジメントであるべきだと考えている． 
本稿では，ICTを用いた建設事業の進行に有効であるプロジェクト管理ツール「Kolg」について述べた．

Kolgを活用することで，問題の発見と共有，問題解決（知識創造）が起こる仕組みが担保されることを示

した．なお，今回は「個人知」について考察した． 
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1. はじめに 
 
著者の一人（小林）は，実務での3次元モデルを用い

た設計施工の可能性を検討してきた．鹿児島県川内川の

曽木分水路では地形デザイン1)を試み，その結果に対し

て2012年度の「グッドデザイン賞（サステナブルデザイ

ン賞）」を受けた．熊本県新水前寺駅周辺の結節点改良

事業では，モデル空間内で様々な試み2)~4)を行った．こ

れも「2012くまもと景観賞（部門賞地域景観賞）」を受

賞した．両者の成果は，3次元データを有効に利用した

ことにもよるが，それと同時にプロジェクト管理ツール

である「Kolg （コルク）」の活用によるものであった．

著者らは，CIM の M はモデリングである以上にマネジ

メントであると考えている． 
なお，Kolg のようなSNS（Social Networking Service）を

単なる Blog や Twitter ではなく，建設事業のライフサイ

クルに渡って利用していくためには，システム自体がチ

ームワークを促進するようにデザインされている必要が

ある．また，システムのより良い運用のためには，マネ

ジャーの役割が重要であることを指摘しておきたい．  

2. Kolgについて 

 
 (1) Kolgの利点5) 

Kolgは建設事業に関する問題解決を，コミュニティの

参加者（事業関係者）全員で行おうとするシステムであ

る．参加者は，会議時間外も常にウェブ上で対面し，設

計や施工内容についてより綿密に意見交換を行い，日々

の業務を進めていく．これにより，実際の対面会議の場

では，案件の持ち帰りが激減し，その場で解に到達する

ことができ，設計・施工の質の向上が図られる．また，

システム上に人材や議論の情報は残っているため，設計

担当者が変更になっても，当時の設計担当者や施工担当

者から話を聞くこともできる．このようにKolgでは，全

ての情報を活用し，維持管理へとつなげていくことが可

能になる． 
 
(2) 問題解決（知識創造）について 

 図-1に，現行組織とコミュニティにおける調整（問題

解決）の違いを示した．現行組織は，上下関係があり，

AからCへ，一方的に定型の作業が進行する．実線で示
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される問いかけは，下へ流れ，回答も下から順に積み上

げられていく．一方，コミュニティでは，PからRに直

接問いかけがきた場合でも，点線のように，複数の参加

者間での問いかけや回答（それ自体が新たな問いかけと

なってることも少なくない）を経て，徐々に問題が明確

になり，解が共有される． 
 ここで言う「問題解決」とは，知識創造のことである．

ただし，知識は，0 から生まれるものではなく．参加者

の，ある個人の中にすでに存在している知を，明示し共

有することである．それは，明示知（専門書や法令等で

示されている知）だけでなく，暗黙知を含む．例えば，

ある技術者が，その設計案に対し，強く反対したとしよ

う．その時，他の参加者は，その技術者からのメッセー

ジとして，何らかの信念（あるいは，情熱，こだわり，

新たな着眼，特殊な経験等）を読み取ったとする．さら

に，それを契機とし，全く別の解に到達するのである． 
 Kolgが目指すのは，上記のような共同作業である．旧

来型のデータベース共有では，大量のデータだけがそこ

にあり，「本質的に今直面している課題はなにか」とい

った問いかけ自体を行うための機構が用意されていない．

さらに Kolg の重要性は，このような問題解決の履歴

（つまりは議事録）が残るということである．発注者は，  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2年おきに異動を繰り返し，受注者も案件ごとに分断さ

れているので，予備設計でどのようなやり取りがあった

かを知らずに，詳細設計に取り掛るが，このような履歴

があれば，知識だけでなく，知識が生まれた過程も残さ

れる．さらに，そのシステムを使い続けるということは，

将来の知識創造のための仕組み自体が担保されることに

なる． 
 
(3) Kolgの利用 

 Kolgには複数のコミュニティが存在している．各コミ

ュニティは，それぞれの業務ごとに全く別の掲示板にな

っている．そのため参加者は，それぞれのコミュニティ

で異なっており，パスワードによってアクセスが制限さ

れている．例えば，新水前寺の事業2)~4)では，①歩道橋

の予備検討，②歩道橋の詳細検討，③施工検討，④サイ

ン計画，⑤交差点の警察協議の準備，⑥旧歩道橋の撤去

計画などの事業の進捗に合わせて，同一コミュニティ内

で議論が進められた．このような場合，参加者のうち受

注者は業務ごとに入退出を行うが，発注者（県，市）は

異動後も残り，議論の流れを把握できるようにした． 
 図-2は③施工検討における流れである．左側の掲示板

に3D-CADによる施工シミュレーションの結果がアップ

ロードされ，それをもとに関係者間で質疑が繰り返され

る．それが一段落すると，全員が一堂に介し，対面での

意見調整を行う．なお，文献5）で示したように②の詳

細検討では，通常業務では10回行われるはずの打ち合わ

せが4回で済んだ．大阪3名，福岡2，3名の旅費を試算す

ると，費用だけでも半分以下で済んでいる．ただし，

Kolgの利用を通して，システム上改善すべき点がいくつ

かあることが分かった．次節では改善すべき点とそれを

改良した改良版「Kolg2」について述べる． 
 
(4)  Kolgの改良版「Kolg2」について6) 

 Kolgには議論を進めていくうえでの欠点があった．欠

点は，i)サーバの管理が困難であること，ii)資料（CAD 
図面，3次元モデル，写真等）を見ながらの利用が不可 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

明確な設計要件の提示 

図-2 施工検討における流れ 

 

 

 

意見交換 合意形成 

図-1  現行組織とコミュニティにおける調整の違い 
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能であること，iii)コミュニティ内の明確なルールがない

ことの3点に集約された．Kolgにとって，サーバは業務

資料の倉庫と同じ意味を持っており，これまでの議論過

程がストックされている環境である．そのためKolgは常

時トラブルなく，運用できなければならない．また，掲

示板への書き込み時に資料を見ながら議論をする機会は

多く，そこから内容が発展することがあったが，ビュー

アーの起動などの手間が発生していた．さらに，コミュ

ニティ上で多くの議論が起こったときには，情報の整理

が必要になることがあった． 
 そこで，Kolgの利点は引き継ぎ，欠点を改良した改良

版Kolgである「Kolg2」が構築された． 
 Kolg2のシステム要件と機能要件を述べる．まず，シ

ステム要件はi)ネットワーク環境のみで利用可能，ii)ク
ラウド化，iii)電子納品データの容易な閲覧の3点である．

次に，機能要件としては，i)コミュニティの生成，ii)掲
示板の設置，iii)成果情報のアップロード，iv)地図ベース

の情報蓄積・検索，v)電子納品データの閲覧の5点があ

る．図-3は実際に構築した，ホーム画面である． 
 ここでは，Kolg2の新機能である，①クラウド化，②

電子納品データの容易な閲覧，③地図ベースの情報蓄

積・検索の3点について説明する． 
a) クラウド化 

 これまでは，サーバの管理も行っていたため，管理の

手間があった．しかし，クラウドに移行することで， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
常時安全な環境で利用できるようになった．また，クラ

ウド化は機能拡張やシステム導入時のコスト削減にもつ

ながる．さらに，モバイル端末からも容易にデータの閲

覧・アップロードが可能となった． 
b) 電子納品データの容易な閲覧 

 Kolgではアップロードされたデータを容易に閲覧でき

る仕様になっていなかった．そのため，Kolg2では，サ

ムネイル表示機能とビューアー機能を搭載した．図-4に

はビューアー機能を示す．3Dモデルが納品された場合，

個別にビューアーのソフトを購入する必要がなくなり，

より情報共有がしやすくなった． 
c) 地図ベースの情報蓄積・検索 

 Kolg2では，スムーズなデータ共有を目指し，位置情

報の管理ができる2つの環境を整備した．整備されたの

は，位置情報付きの写真データをアップロードすると，

地図上に自動反映する機能と地図上に手動で書き込みが

できる機能である．これにより，周辺環境との関連を考

慮した議論や維持管理時における写真利用など，地図を

閲覧しながら協議できる環境となった． 
 
 
３．マネジャーについて 

 
(1) 2人のマネジャー 

 通常のプロジェクト管理ツールは，システム管理者

  

 

・メンバー作成 

・コミュニティ作成 

・お知らせの発信 

・ログの閲覧 

・ディスクの容量、 

ライセンス情報の確認 

 

・コミュニティ編集 

（ファイルの削除） 

・メンバーの選定 

・議論の調整 

 

図-4 ビューアー機能（3D） 

図-3  Kolg2の操作画面 

ホーム画面 

コミュニティ画面 メンバー画面 

カレンダー画面 マップ画面 

表-1 SMgと CMgの作業分担 

SMg CMg 
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（以下，SMg）は存在するが，一般的には，掲示は自然

発生的で，話題の流れをコントロールするものは存在し

ない．一方，建設業務を遂行するためのシステムでは，

コミュニティのマネジャー（以下，CMg）の存在は，極

めて重要である．表-1に SMg とCMg  の作業分担の概要

を書いた． 
 
(2) CMg の必要性 

プロジェクト管理ツールを用いる理由は，①問題の発

見と共有，それによる②問題解決（知識創造）に尽きる．

CIMの趣旨は，モデルを作成・運用することで，①，②

が見えてくるということであるが，モデルの利用だけで

は，IT（情報技術）利用にとどまるし，①問題の発見と

共有，までで終わることも危惧される．真の意味で，

「より早く，より安く，より良い解」を生むかは，ITが
CT（通信技術）と連携し，広く人材活用が図られた時

である．この意味で，CIMのMは，マネジメントである

べきである．プロジェクト管理ツールの利点は，「別個

の時間に，遠く離れた人々が，あるテーマについて思い

を巡らす点にある．ただし，業務とはいえ，議論の活性

化と解への誘導，解の実体化（具体的な解決策を全員が

共有し，解決できる）等のためには，有能なの存在は大

きい．以下に，CMgのおおまかな役割について述べる．

なお，CMg担当者は，当面は，発注者側の中核を担う人

物を想定しているが，将来，発注者支援の観点から，建

設マネジャーのような職種が定着することを想定してい

る． 
a) 目的・目標の設定 

当該コミュニティで，何をしたいのか（目的）とそれ

を実現するために，当面やるべきこと（目標）を明示し

ておく必要がある．この部分が，参加者に伝わらないと，

議論は活性化せず，単なる，連絡板や指示板になってし

まう． 
b) 参加者の選定 

 CMgは，メールで本人あてに招待状を送り，参加を依

頼する．この場合，発注者側でも，直接の担当グループ

だけでなく，前任者あるいは，将来，施工や管理で担当

する部署の職員を入れておくことも，重要である（将来

発生するであろう問題に，事前に対応するという意味で

は，フロントローディングの最たるものである）．受注

者では，直接の担当者だけでなく，上司や他の部署の技

術者も参加可能であれば，参加を促すべきであろう． 
活発に議論するだけでなく，推移を見守る人々も重要

である．掲示板自体が議事録の役目をしているので，週

に一回，コミュニティを眺めているだけで，業務の進行

具合は見える．この件に関して，別個の報告や連絡の回

数は，激減するはずである． 
 なお，このシステムの威力は，参加者として，遠く離

れて，別業務を行なっている技術者の参加が可能たる点

である．例えば，道路設計に経験豊かな技術者が，コミ

ュニティを覗いておけば，問題解決のヒント（例えば，

「その件ならA氏に尋ねるといいのでは？」とか，「昔

同じようなことを議論したが，いまのままでは，こんな

問題があるのでは？」いう書き込み）を提供することは

可能であるし，そのために割かれる時間は多くはない． 
c) 議論の調整 

 CMgを最も必要とする場面は，場を和ませつつ，より

早く，より良い解を導くための流れを作ることである．

単純に，PがRに，質問をしたとしよう．Rの回答が遅れ

た時，どのタイミングで，どのような仲介のコメントを

掲示するかは，単純ではない．しかし，自然発生的な議

論だけでは，会話は長続きしないし，話題が徐々に別の

方向に流されていくことも少なくない． 
 以上のような役割を考えてていくと，CMgの適任者は，

①発注業務の経験が豊かであること，②人当たりがよく，

前向きで，上手く話をまとめられること，くらいであろ

うか．できれば，多少はシステムを理解し，③ICTにも

関心を持っていること，も必要かもしれない．④Web上
での役割であるので，遠く離れた所に在住していても問

題はない． 
 さて，上記の，①から④を満足するような人材は，ど

のような人物像が想定できるのであろうか？ 
 
 
４．おわりに 

 

 本稿では，プロジェクト管理ツールを活用することで，

問題の発見と共有，問題解決（知識創造）が起こる仕組

みが担保されることを述べた．なお，今回は「個人知」

について考察した．コミュニティは一つの集合体である

ため，今後は「集合知7)」について考察する必要がある

と考えている． 
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